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本 文 

核融合炉のダイバータにおけるバッフル及
びドーム構造部の受熱機器開発に向けて，純銅
を中間緩衝材としてタングステン(W)と低放射
化フェライト鋼(JLF-1)の接合試験を行った 
[1]．接合したW/Cu/JLF-1接合試験体の除熱性
能(熱伝導特性)を評価するため，核融合科学研
究所のActive Cooling Teststand 2(ACT2)を用
いて，電子ビームによる熱負荷試験を継続して
行っている[2]．本発表では，前回の報告におい
て行った熱負荷試験に対する精度改善実験の
結果を主に報告する． 

ACT2を用いた熱負荷試験の模式図を図1に
示す．左側が前回の報告(従来型)の試験方式，
右側が今回実施した改善型の方式である．双方
共固定治具（マスク）を用いて接合試験体を水
冷ヒートシンクに押さえ付けて冷却する方式
であり，熱負荷試験中の温度変化は，W，JLF-1
の中心に設置した熱電対により測定した．今回，
従来型から大きく改善した点は2つある．改善
点①は，マスクによる熱負荷試験中の温度変化
への影響を緩和するため，マスクの材料に純モ
リブデンを使用し，試験体の底部位置を押さえ
る方式を採用した．改善点②は，ヒートシンク
の冷却性能を改善するため，冷却水が直接Cu
製ヒートシンクに接触する構造を作成した． 

30s間の電子ビーム照射時のWとJLF-1の温
度上昇から，フーリエの法則を用いて
W/Cu/JLF-1接合試験体の温度分布を計算した
結果を図2に示す．図2-(a)は，従来型での結果，
図2-(b)は，改善型での結果である． 
従来型の結果の問題点は，~6MW/m2の熱負

荷量に対して，Cu中間緩衝材の温度が，W側か
ら外挿した場合よりも，JLF-1側から外挿した
場合の方が~84℃高くなる点であった．この差
は理想的な熱負荷試験環境下では生じないは
ずである．これに対して，今回実施した改善型
の結果では，図2-(b)に示すように~5.8MW/m2

の熱負荷値に対して同差が~47℃となった．こ

の差の減少は，実施した改善策が少なくとも有
効であったことを示唆するものである．また，
熱負荷を実施した試験体においては，クラック
などのマクロな損傷が見られなかったことか
ら，接合試験体としての健全性も確認できた．
講演では，繰り返し熱負荷試験結果についても
報告する予定である． 

 
図 1. 熱負荷試験の模式図 

 
図 2. (a)従来型，(b)改善型の熱負荷試験による 

接合試験体構造内の温度変動 
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